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１．はじめに
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前回の経営委員会

第１回　経営委員会
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今回の経営委員会

第２回　経営委員会 経営戦略（素案）について

経営戦略（素案）のポイント
①目次　　　　　　　　　　　　　　　
②今後の予測　　　　　　　
③経営の基本方針と目標
④投資・財政計画
⑤今後の取組

確認内容
　経営戦略の構成　　　　　　　　　　　　　　
　料金(使用料)収入の予測と投資等　　　　　　　
　経営の基本方針と目標
　目標達成見込みと達成するための条件
　今後の取組
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２．水道事業経営戦略（素案）について

5



指標➊：経常収支比率

（１）経営指標について

【経常収支比率とは】

その年度において、給水収益や一般会計からの
繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等
の費用をどの程度賄えているかを表す指標。

【算定方法】

経常収入／経常費用×１００（％）

単年度の収支が黒字であることを示す１００％以
上となっていることが必要
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指標➋：料金回収率

（１）経営指標について

【料金回収率とは】

給水に係る費用を、どの程度給水収益で賄えて
いるかを表した指標。

【算定方法】

水道料金／給水費×１００（％）

料金で回収すべき経費を全て料金で賄えている
状況を示す１００％以上となっていることが必要
（独立採算の原則）
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指標❸：企業債残高対給水収益比率

（１）経営指標について

◇数値のポイント：年々増加しており、全国平均よりも高い。
明確な数値基準はないとされている。経年比較や類似団体との比較等により鹿沼市の置かれてい　　　
る状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、対外的に説明できることが求められる。

【企業債残高対給水収益比率とは】

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企
業債残高の規模を表す指標。

【算定方法】

企業債残高／給水収益×１００（％）
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（２）予測を踏まえた事業収支

目標値❶経常収支比率１００％維持

目標値❷料金回収率１００％を維持

目標値❸企業債残高の抑制 

令和６年度　  　　 令和１７年度
１０７．４９％　→　 ８２．４８％

１０３．６５％　→　 ７５．８２％

６５２％　　　　→　 ７４４％

現状の料金による試算 すべて未達成

収益面での解消が必要
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（２）予測を踏まえた事業収支

シミュレーションにおける前提条件 
①一度の料金改定で計画期間中に達成するパターン 
②住民負担等を考慮の上、段階的に達成するパターン 
 
シミュレーション条件① 
　　　　　　　料金改定を令和１１（２０２９）年度に現状料金＋３２％改定 
　　　　　　　※現状条例上料金（２０㎥）　２，４７５円　→　３，２６７円 

シミュレーション条件② 
　　　　　　　料金改定を令和１１（２０２９）年度に現状料金＋１５％改定、 
　　　　　　　さらに料金改定を令和１６（２０３４）年度に上記料金＋１５％改定 
　　　　　　　※現状条例上料金（２０㎥）　２，４７５円　→　２，８４７円　→　３，２７４円
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（２）予測を踏まえた事業収支

目標値❶経常収支比率１００％維持

目標値❷料金回収率１００％を維持

目標値❸企業債残高の抑制 

令和６年度　  　　 令和１７年度
１０７．４９％　→　 １０２．６１％

１０３．６４％　→　 １００．０９％

６５２％　　　　→　 ５６３％

料金改定を踏まえた試算 すべて達成

11



（２）予測を踏まえた事業収支
本戦略の計画期間における目標値達成に向けた活動

①　広域化推進による経費削減 
②　安全・安心の水道サービスの確保と恒常的な経費の縮減 
③　投資の平準化と補助金等の活用による投資財源の確保 
④　充分な議論と検証に基づく料金改定の検討 

※可能な限りの費用削減に努め、利用者の負担軽減を図っていく。
※料金改定を実施する際には、再度算定を行い、適正な料金を決定する。
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３．下水道事業経営戦略（素案）について
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指標❶：経常収支比率

◇数値のポイント：
　　全事業で経常費用に対する経常収入が足りており、指標はすべて
100％を超えている状況。しかし、繰入金による収入も含まれていることから、
基準外繰入金の削減が必要。

【経常収支比率とは】
その年度において、使用料収入や一般会計からの
繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費
用をどの程度賄えているかを表す指標。

【算定方法】
経常収入／経常費用×１００（％）

単年度の収支が黒字であることを示す１００％以上
となっていることが必要

（１）経営指標について
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指標❷：経費回収率

◇数値のポイント：
　　公共下水道を除き平均値よりも大幅に高めの傾向。特に農業集落排水は指標
１００％を達成。　しかし、他事業において、数値が１００％を下回っている場合、汚
水処理に係る費用が使用料以外の収入で賄われているため、適正な使用料収入
の確保及び汚水処理費の削減が必要。

【経費回収率とは】
使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄え
ているかを表した指標。

【算定方法】
下水道使用料／汚水処理費×１００（％）

使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている
状況を示す１００％以上となっていることが必要（独立
採算の原則）

（１）経営指標について
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（２）基準外繰入金の推移

【基準外繰入金とは】

一般会計からの繰入金のうち、国が示
す算定基準に基づかない繰入金

使用料で賄うべき費用に対し、使用料
だけでは賄いきれない部分を補てんし
ているため、削減をしていく必要がある。
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（３）予測を踏まえた事業収支

目標値❶経常収支比率１００％維持

目標値❷経費回収率１００％を維持

目標値❸基準外繰入金の減少 

令和６年度　  　　 令和１７年度
１１２．５１％　→　 １０１．２７％

※９５．５７％　→　 　９８．６３％

389,739千円　→　　 7,327千円

現状の使用料単価による試算 一部未達成

収益面での解消が必要
※使用料改定に伴い、経費回収率は令和8年度から5年間
100％を維持するが、令和13年度以降は再び100％を下回る
見込み
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（３）予測を踏まえた事業収支

シミュレーション条件

目標：経費回収率100％達成
 
　公共下水道事業および特定環境保全公共下水道事業使用料について、
　令和13(2031)年度に5％の改定とする。 
　⇒　現行（R8.1改定後）使用料（２０㎥）　２，６６０円　→　２，７９０円 （税抜）

　※農業集落排水事業については、経費回収率１００％であることから

　　　使用料改定は行わない
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（３）予測を踏まえた事業収支

目標値❶経常収支比率１００％維持

目標値❷経費回収率１００％を維持

目標値❸基準外繰入金の減少 

令和６年度　  　　 令和１７年度
１１２．５１％　→　 １０１．８０％

※９５．５７％　→　 　　 １００％

389,739千円　→　 　7,327千円　

使用料改定を踏まえた試算 すべて達成
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（３）予測を踏まえた事業収支
本戦略の計画期間における目標値達成に向けた活動

①　安全・安心な下水道サービスの確保と恒常的な経費の縮減 
②　投資の平準化と補助金等の活用による投資財源の確保 
③　充分な議論と検証に基づく使用料改定の検討 

※可能な限りの費用削減に努め、利用者の負担軽減を図っていく。
※令和11年度に収支再算定を行い、令和12年度に使用料改定の必要性　
　 を検証予定。
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４．まとめ
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経営戦略（素案）について

確認内容
①経営戦略の構成　　　　　　　　　　　　　　
②料金(使用料)収入の予測と投資等　　　　　　　
③経営の基本方針と目標
④目標達成見込みと達成するための条件
⑤今後の取組

⑥その他
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５．今後のスケジュール
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５．経営委員会スケジュール
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